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稲
、
麦
、
大
豆
の
種
子
の

生
産
や
普
及
を
都
道
府
県
に

義
務
付
け
る
主
要
農
作
物
種

子
法

（種
子
法
）
廃
止
法
案

が
３
月
８
日
、
衆
議
院
農
水

委
員
会
で
審
議
入
り
し
政
府

色
慧
今
国
会
で
の
盛
ユ
を

狙

っ
て
い
ま
す
。

・
・
・
姿
一■
鬱

ｏ
多
・

種
子
は
人
類
共
有
の
公
的

な
財
産
で
あ
り
、
最
も
基
本

的
な
農
業
生
産
資
材
で
す
。

種
子
供
給
の
過
不
足
が
農
業

生
産
を
直
接
左
右
し
、
種
子

の
品
質
の
良
否
が
農
作
物
の

生
産
性
や
品
質
の
良
否
に
直

結
し
ま
す
。
ど
の
国
で
も
種

子
政
策
が
農
業
政
策
上
の
基

本
事
項
の

一
つ
と
さ
れ
、
品

種
改
良
の
促
進
や
種
子
の
安

定
供
給
体
制
の
確
立
、
流
通

の
適
正
化
の
た
め
の
措
置
が

取
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
措
置
を
日
本
で
具
体
化

し
た
の
が
種
子
法
で
す
。

種
子
法
は
、
１
９
５
２
（昭

和
２７
）
年
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
講
和
条
約
が
発
効
し
、

日
本
の
主
権
が
回
復
し
た
年

に
、
戦
後
の
食
糧
難
に
、
国

が
責
任
を
持

っ
て
国
民
に
食

糧
を
供
給
す
る
た
め
に
、
優

良
な
種
子
の
生
産

・
普
及
を

進
め
る
必
要
が
あ
る
と
の
観

点
か
ら
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

種
子
法
に
は
ヽ
稲

・
麦

・
大

豆
の
種
子
を
対
象
に
都
道
府

、

県
に
よ
る
自
都
道
府
県
内
に

普
及
す
べ
き
優
良
品
種

（奨

励
品
種
）
の
指
定
、
原
種
お

よ
び
原
原
種
の
生
産
、
種
子

生
産
ほ
場
の
指
定
並
び
に
種

子
の
審
査
制
度
等
が
規
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て

「種

子
制
度
運
用
基
本
要
綱
」
で

は
、

「奨
励
品
種
」
を
決
定

す
る
に
当
た

っ
て
は

「当
該

都
道
府
県
に
お
け
る
気
象
、

土
壌
、
農
業
者
の
経
営
内
容

及
び
技
術
水
準
（
主
要
農
産

物
の
需
要
動
向
等
を
十
分
考

慮
す
る
」
と
細
か
く
配
慮
さ

・

れ
て
お
り
、
そ
の
土
地
に
あ

一

っ
た
種
子
が
選
定

・
普
及
さ

・

れ
て
き
ま
し
た
。　
　
　
　
　
・

種
子
法
は
、
こ
れ
ま
で
日

本
の
米

・
麦

・
大
豆
で
多
様

な
品
種
を
も
た
ら
し
、
私
た

・

ち
の
食
生
活
を
豊
か
に
し
て

・

き
ま
し
た
。
お
米
で
は
、
伝

統
的
な
コ
シ
ヒ
カ
リ
ヽ
あ
き

た
こ
ま
ち
、
ひ
と
め
ぼ
れ
に

加
え
、
ゆ
め
ぴ
り
か

（北
海

道
）
、青
天
の
露
震
（青
森
）
、

つ
や
姫

（山
形
）
、
森
の
く

．ま
さ
ん
（熊
本
）
な
ど
な
ど
、

各
県
で
開
発
し
た
新
し
い
品

一種
が
ど
ん
ど
ん
登
場
し
、
食

卓
を
豊
か
に
し
て
い
ま
す
。

大
豆
も
そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
に

あ

っ
た
多
様
な
品
種

が
あ

り
、
煮
豆
や
枝
豆
の
み
な
ら

ず
、
豆
腐
や
納
豆
、
み
そ
な

ど
の
食
べ
物
に
な
り
、
私
た

ち
の
食
文
化
の
幅
を
広
げ
て

き
ま
し
た
。
　

．
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，
，
み
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●
・

今
回
の
種
子
法
廃
止
は
、

規
制
改
革
推
進
会
議
が

「都

道
府
県
が
自
ら
開
発
し
た
品

種
を
優
先
し
て
奨
励
品
種
に

指
定
し
、
公
費
を
投
入
し
て

普
及
さ
せ
て
お
り
、
民
間
の

品
種
開
発
の
意
欲
を
阻
害
し

て
い
る
」
と
し
て
提
起
し
た

も
の
で
す
。

ま
た
、
今
国
会
に
提
出
さ

れ
て
い
る
農
業
競
争
力
強
化

支
援
法
で
は
、

「国
が
講
ず

べ
き
施
策
」
と
し
て
、

「民

間
に
よ
る
種
子
や
種
苗
の
生

産

・
供
給
の
促
進
」
を
盛
り

込
み
、
民
間
事
業
者
に
国
や

都
道
府
県
が
持

つ
種
子
や
施

設
の
提
供
を
進
め
（
種
子
の

開
発
を
活
発
化
さ
せ
る
と
し

て
い
ま
す
。

公
的
機
関
が
担

っ
て
き
た

種
子
開
発
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
遺

伝
子
資
源
、
施
設
設
備
を
民

間
企
業
に
開
放
す
る
こ
と
を

狙

っ
て
い
ま
す
。

民
間
企
業
の
参
入
機
会
の

増
大
は
、
外
資
に
よ
る
国
民

の
基
本
食
糧
の
種
子
の
支
配

を
招
く
こ
と
に
つ
な
が
り
か

ね
ま
せ
ん
。
ま
た
、
現
在
公

的
に
負
担

さ
れ

て
い
る
開

発

・
普
及
経
費
な
ど
も
含
め

て
、
種
子
代
を
押
し
上
げ
る

も
の
で
あ
り
、
生
産
者
に
も

消
費
者
に
も
新
た
な
負
担
を

押
し
付
け
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
種
子
が
民
間

企
業
の
特
許
の
対
象
に
な
れ

ば
、
生
産
者
が
自
家
採
種
す

る
こ
と
も
で
き
な
く
な
り
ま

す
。種

子
を
民
間
に
開
放
し
た

米
国
で
は
、
大
豆
の
種
子
の

８
割
近
く
を
モ
ン
サ
ン
ト
や

デ

ュ
ポ
ン
な
ど
の
バ
イ
オ
企

業
４
社
で
占
め
、
そ
の
ほ
と

ん
ど
が
遺
伝
子
組
み
換
え
大

豆
で
す
。
遺
伝
子
組
み
換
え

大
豆
の
種
代
は
、
２０
年
間
に

４
倍
も
上
が
り
農
家
の
経
営

を
圧
迫
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

農
家
が
自
家
採
取
す
れ
ば
特

許
侵
害
と
し
て

「
モ
ン
サ
ン

ト
ポ
リ
ス
」
に
訴
え
ら
れ
、

多
額
の
賠
償
金
を
支
払
わ
さ

れ
ま
す
。

少
数
の
品
種
が
世
界
を
覆

い
、
従
来
の
品
種
が
失
わ
れ

て
い
く
と
食
文
化
が
失
わ
れ

る
の
み
な
ら
ず
、
病
気
が
発

生
し
た
際
に
、
壊
滅
的
危
機

を
招
き
ま
す
。

い
の
ち
の
源
で
あ
る
食
糧

さ
え
、
外
資
を
含
む
民
間
企

業
の
も
う
け
の
た
め
に
開
放

す
る
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
農
政
は

許
せ
ま
せ
ん
。
主
要
農
作
物

種
子
法
の
廃
止
は
、
絶
対
に

認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

皮θ/ 1ヽ3tユ 7

巨大資本の種子独占招き
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